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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、CMOS/ Magnetic Tunnel Junction (MTJ)素子を用いたダーク・シリコン回路の試作と低次

視覚処理システムへの応用を目的としている。 

これまでにダーク・シリコンロジックの基本素子の設計など、要素研究において研究成果が出ている

ことは評価できる。一方、研究開始当初から MTJ 素子モデルの問題や自然災害による外注先の問題な

どにより、CMOS 等価回路の作成中止、CMOS/MTJ 不揮発回路チップ試作の大幅な延期など、計画の

変更や一部修正が生じており、現時点では研究に遅れが生じている。これまでの遅れを挽回するために

は、同チップの試作品完成後、残りの研究期間における努力が必要と考えられる。 


